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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年5月24日(2018.5.24)

【公開番号】特開2016-201744(P2016-201744A)
【公開日】平成28年12月1日(2016.12.1)
【年通号数】公開・登録公報2016-066
【出願番号】特願2015-82059(P2015-82059)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   1/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  13/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    1/00     １０７Ｚ
   Ｂ４１Ｊ   29/38     　　　Ｚ
   Ｇ０６Ｆ   13/00     ５４７Ｖ
   Ｈ０４Ｎ    1/32     　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成30年4月2日(2018.4.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像処理装置と通信する通信装置であって、
　宛先情報と当該宛先情報に対応する宛先名称を記憶する記憶手段と、
　前記画像処理装置から前記画像処理装置が有する送信機能に関する画面を表示するため
のＷｅｂコンテンツを取得する第１の取得手段と、
　前記第１の取得手段で取得されたＷｅｂコンテンツに基づき送信機能に関する画面を表
示する表示手段と、
　前記第１の取得手段で取得されたＷｅｂコンテンツに前記通信装置に記憶された宛先情
報を取得するスクリプトが含まれている場合、当該スクリプトの実行に従って前記記憶手
段の宛先情報と宛先名称を取得する第２の取得手段と、を有し、
　前記画面を介して前記送信機能で使用する宛先を設定するユーザ操作を受け付けたこと
に従って、前記表示手段は、前記第２の取得手段によって取得した宛先情報と宛先名称に
基づいて前記送信機能で使用する宛先を設定するための表示アイテムを表示することを特
徴とする通信装置。
【請求項２】
　前記表示アイテムを介した前記送信機能で使用する宛先の設定を受け付けた後に、当該
設定された宛先を前記画像処理装置に対して送信する送信手段を更に備えることを特徴と
する請求項１に記載の通信装置。
【請求項３】
　前記画面には送信実行のための第２の表示アイテムが含まれており、
　前記送信手段は、前記宛先の設定を受け付けた後に前記第２の表示アイテムが選択され
たことに従って、前記設定された宛先を前記画像処理装置に対して送信することを特徴と
する請求項２に記載の通信装置。
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【請求項４】
　前記画面には更にカラーモードを設定するための第３の表示アイテムが含まれており、
　前記送信手段は、前記画面を介して前記送信機能で使用する宛先の設定を受け付けた後
に、前記設定された宛先と、カラーモードの設定を前記画像処理装置に対して送信するこ
とを特徴とする請求項２又は３に記載の通信装置。
【請求項５】
　前記設定された宛先は、ファクシミリの宛先であり、
　前記カラーモードの設定は、ファクシミリ送信で使用するカラーモードの設定であるこ
とを特徴とする請求項４に記載の通信装置。
【請求項６】
　前記通信装置は、Ｗｅｂブラウザコンポーネントを有しており、
　前記Ｗｅｂブラウザコンポーネントは、前記Ｗｅｂコンテンツに基づき送信機能に関す
る画面を表示する前記表示手段、及び前記設定された宛先を前記画像処理装置に対して送
信する前記送信手段として機能することを特徴とする請求項２乃至５のいずれか１項に記
載の通信装置。
【請求項７】
　前記スクリプトはＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴ（登録商標）であることを特徴とする請求項１
乃至６のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項８】
　前記第１の取得手段で取得されたＷｅｂコンテンツに前記通信装置に記憶された宛先情
報を取得するスクリプトが含まれていない場合であって、前記画面を介して前記送信機能
で使用する宛先を設定するユーザ操作を受け付けた場合、前記表示手段は、前記送信機能
で使用する宛先をユーザに直接入力させるための画面を表示することを特徴とする請求項
１乃至７のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項９】
　宛先情報と当該宛先情報に対応する宛先名称を記憶する記憶手段を有する通信装置のコ
ンピュータに、
　画像処理装置から当該画像処理装置が有する送信機能に関する画面を表示するためのＷ
ｅｂコンテンツを取得する第１の取得工程と、
　前記第１の取得工程で取得されたＷｅｂコンテンツに基づき送信機能に関する画面を前
記通信装置の表示部上に表示する第１の表示制御工程と、
　前記第１の取得工程で取得されたＷｅｂコンテンツに前記通信装置に記憶された宛先情
報を取得するスクリプトが含まれている場合、当該スクリプトの実行に従って前記記憶手
段に記憶された宛先情報と宛先名称を取得する第２の取得工程と、
　前記画面を介して前記送信機能で使用する宛先を設定するユーザ操作を受け付けたこと
に従って、前記第２の取得工程にて取得した宛先情報と宛先名称に基づいて前記送信機能
で使用する宛先を設定するための表示アイテムを前記表示部上に表示する第２の表示制御
工程と、
を実行させるためのプログラム。
【請求項１０】
　前記コンピュータに、
　前記表示アイテムを介した前記送信機能で使用する宛先の設定を受け付けた後に、当該
設定された宛先を前記画像処理装置に対して送信する送信工程を更に実行させることを特
徴とする請求項９に記載のプログラム。
【請求項１１】
　前記画面には送信実行のための第２の表示アイテムが含まれており、
　前記送信工程において、前記宛先の設定を受け付けた後に前記第２の表示アイテムが選
択されたことに従って、前記設定された宛先を前記画像処理装置に対して送信することを
特徴とする請求項１０に記載のプログラム。
【請求項１２】
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　前記画面には更にカラーモードを設定するための第３の表示アイテムが含まれており、
　前記送信工程において、前記画面を介して前記送信機能で使用する宛先の設定を受け付
けた後に、前記設定された宛先と、カラーモードの設定が前記画像処理装置に対して送信
されることを特徴とする請求項１０又は１１に記載のプログラム。
【請求項１３】
　前記設定された宛先は、ファクシミリの宛先であり、
　前記カラーモードの設定は、ファクシミリ送信で使用するカラーモードの設定であるこ
とを特徴とする請求項１２に記載のプログラム。
【請求項１４】
　前記通信装置は、Ｗｅｂブラウザコンポーネントを有しており、
　前記Ｗｅｂブラウザコンポーネントは、前記Ｗｅｂコンテンツに基づき送信機能に関す
る画面を表示する前記第１の表示制御工程、前記第２の表示制御工程、及び前記設定され
た宛先を前記画像処理装置に対して送信する送信工程を実行することを特徴とする請求項
１０乃至１３のいずれか１項に記載のプログラム。
【請求項１５】
　前記スクリプトはＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴ（登録商標）であることを特徴とする請求項９
乃至１４のいずれか１項に記載のプログラム。
【請求項１６】
　前記コンピュータに、
　前記第１の取得工程にて取得されたＷｅｂコンテンツに前記通信装置に記憶された宛先
情報を取得するスクリプトが含まれていない場合であって、前記画面を介して前記送信機
能で使用する宛先を設定するユーザ操作を受け付けた場合、前記送信機能で使用する宛先
をユーザに直接入力させるための画面を表示させる第３の表示制御工程を更に実行させる
ことを特徴とする請求項９乃至１５のいずれか１項に記載のプログラム。
【請求項１７】
　宛先情報と当該宛先情報に対応する宛先名称を記憶する記憶手段を有する通信装置の制
御方法であって、
　画像処理装置から当該画像処理装置が有する送信機能に関する画面を表示するためのＷ
ｅｂコンテンツを取得する第１の取得工程と、
　前記第１の取得工程で取得されたＷｅｂコンテンツに基づき送信機能に関する画面を前
記通信装置の表示部上に表示する第１の表示制御工程と、
　前記第１の取得工程で取得されたＷｅｂコンテンツに通信装置に記憶された宛先情報を
取得するスクリプトが含まれている場合、当該スクリプトの実行に従って前記記憶手段に
記憶された宛先情報と宛先名称を取得する第２の取得工程と、
　前記画面を介して前記送信機能で使用する宛先を設定するユーザ操作を受け付けたこと
に従って、前記第２の取得工程にて取得した宛先情報と宛先名称に基づいて前記送信機能
で使用する宛先を設定するための表示アイテムを前記表示部上に表示する第２の表示制御
工程と、
を有することを特徴とする制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】通信装置およびその制御方法、並びにプログラム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００１】
　本発明は、通信装置およびその制御方法、並びにプログラムに関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本願発明は、この点に着目し、複合機のＷｅｂサーバーから提供されたＷｅｂコンテン
ツを介してユーザー端末が保有する宛先情報を利用するための制御方法を提供する。その
上で、クライアント上のＷｅｂブラウザで、送信先として宛先情報を容易に選択可能な制
御方法を提供する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記課題を解決するために本願発明は以下の構成を有する。すなわち、画像処理装置と
通信する通信装置であって、宛先情報と当該宛先情報に対応する宛先名称を記憶する記憶
手段と、前記画像処理装置から前記画像処理装置が有する送信機能に関する画面を表示す
るためのＷｅｂコンテンツを取得する第１の取得手段と、前記第１の取得手段で取得され
たＷｅｂコンテンツに基づき送信機能に関する画面を表示する表示手段と、前記第１の取
得手段で取得されたＷｅｂコンテンツに前記通信装置に記憶された宛先情報を取得するス
クリプトが含まれている場合、当該スクリプトの実行に従って前記記憶手段の宛先情報と
宛先名称を取得する第２の取得手段と、を有し、前記画面を介して前記送信機能で使用す
る宛先を設定するユーザ操作を受け付けたことに従って、前記表示手段は、前記第２の取
得手段によって取得した宛先情報と宛先名称に基づいて前記送信機能で使用する宛先を設
定するための表示アイテムを表示する。
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